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a
－
地
誌
と
地
園

地
誌
や
地
凶
の
編
纂
は
、
領
、
巨
が
そ
の
制
仁
を
雌
認
す
る

t
で
必
要
不
り
欠
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
近
附
一
は
官
撰
、
私

院
と
も
に
符
地
で
地
誌
の
制
纂
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
と
く

に
終
端
の
治
政
の
昨
立
と
と
も
に
、
端
慌
に
よ
る
地
誌
が
さ

か
ん
に
制
何
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
帳
消
に
お
い
て
も
、

日
以
初
に
地
誌
の
制
築
が
計
州
さ
れ

た
の
は
、

一
じ
此
紀
の
木
、
一一－
代
端、
じし
綱
引
似
の
治
附
で
し
た
。

こ
の
附
則
は
、
ま
さ
し
く
漏
政
の
陣
立
則
で
あ
る
と
と
も
に
、

名
古
川崎
に
お
け
る
木
終
的
学
術
研
究
の
先
生
別
で
あ
り
ま
し

た
。
初
代
端
、
ゼ
義
抗
が
、
そ
の
文
教
政
策
に
よ

っ
て
築
い
た

基
礎
が
以
来
を
発
却
し
始
め
た
時
則
と
も
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
伐
念
な
が
ら
こ
の
編
何
従
事
業
は
、
叩
攻
作
サ
の
制
一
誠
の
托
に

よ
っ
て
小
止
を
止
む
な
く
さ
れ
、
未
完
の
ま
ま
午
前
の
み
が
、

御
文
咋
に
・長
く
保
作
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

綱一
誠
の
泣
志
を
つ
い
で
、
相
術
山仇山
地
誌
の
制
築
が
再
開
さ
れ

た
の
は
、

八
代
様
、↓七
宗
勝
の
治
此
で
あ
り
ま
し
た

0
1
－肘
一
．

年

（
一
七
五
二
）、
数
年
に
わ
た
る
制
築
を
経
て
「
必
州
府
志
」

が
完
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
纂
に
お
い
て
は
、
京
地
調
穴

に
屯
点
が
間
か
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
研
究
の
基
礎
資

料
と
し
て
市
．要
さ
れ
る
優
れ
た
内
科
を
も

っ
た
地
誌
と
し
て

討
州
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
優
れ
た
地
誌
制
築
を
吋
能

と
し
た
山
口
以
に
は
、
京
勝
に
よ
る
必
力
な
文
教
政
策
と
〈
上
川

的
に
知
ら
れ
た
学
析
が
多
数
北
川
し
え
た
出
燥
に
お
け
る
川
，
r

術
文
化
の
山
花
則
が
取
な

っ
た
以
に
あ
る
こ
と
を
けん
逃
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
0

・
五
、
．
八
附
一
紀
平
ば
は
、

片私
的
が
A
L

凶
の
産
物
制
任
を
お
こ
な

っ
た
附
則
で
も
あ
り
ま
し
た
。
いほ

張
滞
で
も
館
内
全
域
で
調
伐
を
行
い
、
応
物
帳
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
地
誌
の
制
築
は
、

小
川
の
地
誌
を

手
本
と
し
て
お
り
、
多
く
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
九

代
治、．
k
と
な

っ
た
京
時
は
、
「仮
州
－M
K
U
」
の
内
科
の
補
訂
作

業
と
と
も
に
和
文
へ
の
改
訂
を
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
が
業

は、

卜
．
代
日角
川
に
よ

っ
て
本
終
的
に
託
手
さ
れ
、

弘
化
一
－

年

（
．
八
問
孔
）、
「
出
川政
t
u
」
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
和
文
地
誌
に
つ
い
て
は
、
当
時
飛
躍
的
に
先
反
し
た
測
試

技
術
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
地
凶
以
外
は
、
新
し
い
成
果
が

み
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
「仮
州
山川
志
」
の
巾
な
る
利・
久
改
訂

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
計
側
を
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
附
則
、

様
、
正
の
火
山
作
が
制
繁
で
制
竹
島
に
つ

い
て
強
力
な
指
導
力
が
先
押
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
れ
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
「
出
娠
ぷ
」
の
制
築
に
つ
い
て
は
、

決
し
て
新
た
な
訓
十代
が
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、

中I
川
の
い応
慌
で
は
、
本
川
止H
．長ハチ派の町一，
r

川
が
雌
ん
と
な
り
、
学
界
は
活
況
を
日
し
て
い
ま
し
た
。

「足
恨
志
」
編
纂
の
成
果
は
、
制
築
に
た
ず
さ
わ

っ
た
人
々

に
よ
る

「
出
仮
名
所
凶
会
」
を
は
じ
め
と
す
る

「
出
必
志
L

の
刷
泌
物
と
も
い
え
る
催
れ
た
私
撰
の
地
誌
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

．
点
、
治
に
よ
る
地
凶
の
作
成
は
、

多
く
が

ι似

．火
山
と
HH

介
仰
が
〈
ト
川
諸
漏
に
刈
し
て
行
な

っ
た
川
絵
凶
の
徴

収
と
深
い
関
わ
り
を
判

っ
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
川
絵

凶
の
提
山
に
際
し
利
点
川
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
卜
品川
き
や
抗
日
、

開
辿
の
地
凶
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

一
じ
佐
紀
平
ば、

防
衛

t
の
拠
点
と
な
る
領
内
の
山
城
を
詳

制
に
調
汽
し
た
と
考
え
ら
れ
る
市
城
凶
の
A

併
が
伐
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
同
の
作
成
は
飢
内
を
ム
ア
保
す
る
L
L
で

R裂
な
な
昧
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。
崎市
内H
h
好
が
必
要
に
応
じ
作
成
し
た
も
の
は

こ
の
他
に
も
多
数
作
化
し
た
と
椛
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

政
治
、
市
事
上
の
色
A
n
が
濃
い
も
の
だ
け
に
、
引
す
忙
の
蓬
在

文
仰
に
繋
が
る
御
文
時
や
、
務
iE
の
周
辺
が
作
思
す
る
資
料

の
な
か
に
は
、
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
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A

－
尾
張
徳
川
家
維
新
史
編
纂
所

明
治
山
十
四
年
二
九

二

）
、
東
京
常
国
大
学
史
学
科
を
卒

業
し
た
尾
張
徳
川
家

一
八
代
当
主
義
組
は
、
い
尼
張
滞
維
新
史

料
収
集
編
纂
事
業
に
析
手
、
こ
れ
を
徳
川
家
維
新
史
編
纂
所

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
維
新
後
の
尾
張
徳
川
家

の
編
纂
事
業
は
、

維
新
則
の
足
張
崎
市
の
動
向
を
知
る
た
め
の

資
料
収
集
と
編
纂
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
川
治
尺
年
、
政
府
は
、

明
治
維
新
火
の
編
纂
の
た
め
、

川
大
名
山
本
に
対
し
、
系
訳
、

版
嵐
山
の
提
山
と
、
さ
ら
に
、
鹿
応
三
年
十
川
以
降
の
作
家
の

動
向
を
編
年
に
編
集
し
て
提
山
す
る
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
出
張
徳
川
家
で
は
、
当
時
の
家
従
を
小
心

に
制
力
的
な
編
纂
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
系
都
、
版
時
の
編

纂
は
、

い
見
張
旅
の
御
円
記
所
（
御
記
録
所
）
に
お
け
る
編
纂

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
土
蔵
に
保
特
さ
れ
て

い
た
川
御
日
記
所
の
編
纂
対
日
や
政
計
が
持
ち
山
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
主
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
は
、
度
勝
を
小
心
と

し
た
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
い
た
る
三
代
の
端
、
モ
速
の
動
的

で
し
た
。
こ
れ
に
は
、
愛
知
川
派
に
引
き
継
が
れ
た
公
文
詐
を

利
川
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
の
管
理
は
ず
さ
ん
で
、

す
で
に
破
船
、
散
逸
し
た
も
の
も
あ
り
、
充
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
川
尾
張
市
川
の
有
力
家
同
や
、
か

つ
て
の
側
近
等
を
小
心
に
、
資
料
の
収
集
や
聞
き
取
り
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
巣
は
、
明
治
七
年
に
提
出
さ
れ
、

明
治
二
十
二
年
、
明
治
政
府
が
、
「
復
古
記
」
と
し
て
こ
の
維

新
火
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

編
纂
に
あ
た

っ
た
太
政
官
正
院
の
賂
史
諜
か
ら
は
能
川
後

も
頻
繁
に
賀
川
や
再
調
査
の
袋
詰
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

出
張
徳
川
家
自
身
も
、
こ
の
機
会
に
、
尾
張
械
が
維
新
に
果

た
し
た
役
訓
を
正
般
に
記
録
し
て
お
き
た
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
こ
の
編
纂
に
際
し
て
収
集
し
た
資
料
に
、
さ
ら
な
る
収

集
、
判
官
を
行
い
、
陸
勝
、
茂
徳
、
義
宜
三
代
の
事
総
を
記

録
し
た
「
三
世
紀
事
略
」
と
し
て
編
集
、
完
成
を
み
た
の
は
、

明
治
二
十
年
こ
ろ
か
と
批
定
さ
れ
ま
す
。

土
力
、
明
治
問
十
山
年
、
薩
長
市
川
附
色
の
強
い
明
治
維
新

史
料
編
纂
会
が
文
部
省
内
に
設
置
さ
れ
、
維
新
則
の
火
料
収

集
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
義
組
に
よ
る
尾
張
滞
維
新
史
料
収

集
編
纂
事
業
は
、
こ
う
し
た
政
府
の
編
纂
事
業
に
対
抗
す
る

も
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
張
崎
市
紘
一
和
史
料
の
収
集
編
纂
は
、
そ
れ
ま
で
向
崎
市
の
維

新
史
制
纂
の
た
め
に
収
集
、
利
川
さ
れ
た
資
料
を
路
町
、
け

鈍
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
、
さ
ら
な

る
大
々
的
な
制
汽
が
行
な
わ
れ
、
新
た
な
資
料
の
収
集
、
引
r

vh
寸
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
資

料
は
、
幕
末
則
の
い厄
長
部
に
関
わ
る
部
分
を
抜
き
山
し
、
制

作
に
制
集
す
る
こ
と
が
打
抗
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
山ι料
編
纂

に
つ
い
て
は
完
結
を
け
ん
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
時
行

な
わ
れ
た
制
作
、
収
集
の
村
民
、
足
張
漏
＋
し
の
川
蔵
品
川
H

な
ど

が
大
祉
に
収
集
さ
れ
、
維
新
則
に
限
ら
ず
、
立
市
u

な
崎
市
政
則

の
資
料
が
蓬
・冗
文
仰
に
ト
い
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
北
税
が
、
い
花
川
川
市
市
御
文
咋
以
米
の
い
ほ
蝶
徳
川

家
の
誠
心
A
H

に
蓬
た
文
咋
と
命
名
し
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

蔵
品
川
什
の
制
点
H
J
U
行
な
わ
れ
て
、
蓬
左
文
仰
と
し
て
の
け
川
初
の

印
刷
目
鈷
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
一

点
、
明
治
問
十
年
か
ら

は
、
心
h
i
H
M
崎
市
に
よ
り
名
前
回
市
史
の
編
纂
が
始
ま

っ
て
い

ま
し
た
。
大
正
の
初
め
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
制
十
穴
で
は
、

名
古
属
市
火
は
、
出
張
徳
川
家
一川
必
資
料
を
制
代
し
、
多
く

ぃ十？ーか
パ山
川
市
一日
一

歩

P

？
F
阿
川
内
凶
附
間
切
いけ
U

1
1
1

1

1

1
長
府
町
「
！
ム

ハ
い
け
ハ
ハ
ハ
川駅魁ハい
い

を
爺
写
に
よ

っ
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
維
新
火
に
限
ら
ず
、

同
家
に
よ
る
維
新
火
料
収
集
事
業
は
、
名
古
Mm市
火
に
お
い

て
以
初
の
成
山
木
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
後
、
出
張
徳
川
家
は
、
附
和
十
年
の
蓬

・4h
一文
印
刷
舶
に
い
た
る
ま
で
、
い
尾
張
市
消
士
の
川
政
叩
一
H

や
厄
張

税
関
係
資
料
を
杭
極
的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
明
治
問
十
年

代
以
降
、
徳
川
家
と
名
古
同
市
は
、
は
ぽ
同
附
則
に
同
じ
対

象
の
制
伐
を
並
行
し
て
行
な

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
名
古
同

市
山
先
が
調
点
目
、
利
川
し
、
ま
も
な
く
蓬
光
文
一
悼
の
蔵
川
と
な

っ
た
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
名
仁
川
M
崎
市
山
此
の
収
集
資
料

を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
足
艇
の
学
者
の
川
政
計
を
数
多
く
所

川
服
し
て
い
た
市
立
名
古
同
凶
計
館
（
大
正
十
一二
年
開
館
、
引

在
名
前
尾
市
鶴
細
川
中
央
凶
芥
館
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
級
品
川
H

を
制
究
し
、
筆
写
に
よ
り
収
集
す
る
こ
と
も
お
こ
な

っ
て
い

ま
す
。
ハ
厄
張
徳
川
家
紘
一
初
山先制
築
所
の
い
や
業
は
、
端
、
長
の
た
め
の

収
集
編
纂
が
、
近
代
社
会
の
た
め
の
も
の
と
な
り
、
引
代
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
分
岐
点
の
役
訓
を
来
た
し
た
と
一一＝
門
え
そ

う
で
す
。
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蓬／1.：文wには、本｜ヌ！と｜日lじく ！7lit紀’｜ιばころの出
•Jkの l iill人JI S ヵ 1iJj· の ， 1 ； 城 l] J：を も，•，1 ~、た ｜文｜がl好l泌されて

いる。どれもかなり 1F.(i'(11>d:illilM！こより・l'i'i'iかれてお

り、 It'.~長泌が｜リJ術 ｜：の拠点 として 、， 1 ,j成J-1J：を把射す

るために、 iU.＇~11' を行い、作成したものと与えられて

17 Jll：紀‘r1立，の；1刊｜．

をJWiいた｜刈。hυSiJJili.（.；！：、），~；、ノkfドJillにl己似1El のす：~＇設で

あるWi波氏の），1：城として築かれ、＇ i決JEIから近Ill.ーの初

日ifiには、 ff&lilイバ長、 イ三M』、佐7・J<),¥:. ，＇；のl,1iJ1主となった。

l c'.~｝~ii作成立f去も名 ， 1 ，・lt1lJili. 築城以 1iijの端j i ＇は、十i'f' ~jlJJili.

であった。 いる。

j!!\1i；品 J 虫；~·，·； 「 l出~~ IEJ ,11J1& ＞；・」（「愛知m'i' Jll:JJJxfif¥ll-ff，凋代初代 l」）

4 

1主任
~ J 



・蓬左文庫の蔵書群 尾張滞納l文庫の蔵書 ーその 2 三代部主綱誠とその夫人たちの蔵書一

必
と
い
う
ら
の

そ

- 5 -

,. 

／ 

,1：：物祈I(26.5×20.0X 10.0cm) 

~－~ 1:.t絵本つれづれ 1下

6 1111・ (2 ：~ . 5×17 .3cm) 

:_(l¥:i事l:割削減の1Fーネ祈，，／＇； の，，，主，1：：ーである。制，¥1£との紙十し

に際して終えられたものではなかったかと思われる。

公1H1 -1~t立 、 •！ •I ll：ぶか ら j丘 111·φ初JUI に jJJ ！ 仙II ’＇，＇（ fなどを！也

材として （~ ＇ られた絵本で、 il:J q1.1・，代に人るとともに米中

なものがnごられるようになり、装飾Ii川の，1::fr，＇として 、紙
十L.U司lえのひとつにも数えられている。

本， 1 ：：は、~.~ぶまで、新イ！の 11＇：老， 1 ：：として lil'll 火； H，に 1iJj·泌 さ

れ、 llJJif；初年の処分をまぬがれて 、 J査！.－.： 火； I •トーに受け継が

れた。 こ の｛也~·~ぶ までlfli 火； 1'j(が1iJj· 11：金 し ていたWU ＼·の必 ， 1 ：：ー

としては、j[J qL'i＇代主JJ！引の 「’j<il刊以物，]If」の’ツ本と 「沼、

泌」「~·：·rNノド秒~.Hf」 の •＇！＇＇；：本が引イt ·. も 溢J， ： 火； 1• ] (11':



蓬
左
文
庫
の
蔵
書
群

尾
張
藩
御
文
庫
の
蔵
書
ー

その
2

ー
、
三
代
藩
主
綱
誠
の
蔵
書

御
文
席
、
と
く
に
名
古
屋
城
内
二
の
九
に
あ

っ
た
表
御
許

物
合
の
蔵
書
は
、
旧
政
者
つ
ま
り
、
睦
代
様
、
半
、
そ
の
嗣
子

夫
人
述
な
ど
の
別
に
分
類
さ
れ
、

m
V
即
さ
れ
て
い
た
。
前
川

制
介
し
た
よ
う
に
、
御
文
庫
の
践
す
一
u
の
雌
立
則
に
あ
た
る
、

義
直
、
光
友
の
時
代
に
は
、
数
千
問
、
さ
ら
に
万
を
越
え
る

必
書
が
収
集
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
す
で
に
基
本
と

な
る
書
物
、
い
わ
ゆ
る
古
典
の
類
が
整

っ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
代
で
数
千
怖
を
越
え
る
収
集
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
る
。

む
し
ろ
、
収
集
者
の
個
性
や
、
そ
の
時
代
背
対
が
蔵
市
け
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。つ会
会
リ

光
友
に
つ
い
で
三
代
務
主
と
な
っ
た
綱
誠
は
、
承
応
元
年

ご
六
五
二
）
光
友
と
将
軍
家
光
の
娘
で
あ

っ
た
正
室
千
代

川
と
の
間
に
誕
生
、

三
十

一
歳
で
滞
主
と
な
る
が
、

四
十
八

歳
で
没
し
て
い
る
。
御
文
庫
の
目
録
に
は
、
綱
誠
の
蔵
書
と

し
て
五
百
冊
か
ら
七
百
間
前
後
の
書
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
目
録
に
よ

っ
て
も
、
そ
の
内
容
や
刑
数
に
呉
動
が
み
ら

れ
る
。
綱
誠
の
死
去
が
、
す
で
に
隠
居
し
て
い
た
光
友
の
存

命
中
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
光
友
と
綱
誠
の
収
集
書
を
区
別
し

に
く
く
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
目
銭
に
記
峨
さ

れ
た
井
物
か
ら
は
、
あ
ま
り
特
徴
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
た
だ

元
禄
十

一
年
の
将
軍
の
尾
張
務
上
屋
敷
訪
問
の
た
め
に
購
入

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
三

O
件
三

O
O川
に
お
よ
ぶ

「凹
計
」
や

「易
経
集
注
」
、
彼
が
編
纂
を
命
じ
、
未
完
と
な

っ
た

「足
張

風
土
記
」
の
草
稿
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
綱
誠
の
治
世
を
語

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
幕
末
ま
で
御
文
庫
に

綱
誠
の
蔵
書
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
書
物
は
、
明
治
五
年

の
払
出
し
に
よ

っ
て
す
べ
て
処
分
さ
れ
て
い
る
。

ニ
代
藩
主
綱
誠
と
そ
の
夫
人
た
ち
の
蔵
書
｜
｜

2
、
正
室
新
君
の
蔵
書

一
方
、
綱
誠
の
夫
人
述
、
正
室
の
新
羽
、
側
室
の
梅
日
間
院
、

や
は
り
側
室
で
川
代
端
主
吉
通
の
生
町
と
な

っ
た
本
寿
院
等

の
蔵
書
は
、
数
で
は
、
睦
代
務
主
連
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い

が
、
自
ず
と
そ
の
地
位
や
境
迎
、
個
性
を
反
映
し
て
い
て
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。

に
い

S
A

綱
誠
の
正
室
新
A
（
一
六
五
問
1
九
二
）
は
、
綱
誠
と
は
、

従
兄
の
間
柄
で
あ
る
。
新
沼
の
吋
点
仰
は
、
義
直
の
娘
で
あ

り
、
光
友
の
妹
に
あ
た
る
。
父
は
、
広
附
忠
幸
、
京
都
の
公

家
の
山
身
だ
が
、
新
右
を
は
じ
め
そ
の
妹
達
も
名
古
昆
で
生

ま
れ
、
成
長
し
て
い
る
。
綱
誠
の
正
室
と
な

っ
た
新
お
は
、

十
三
歳
で
、
江
戸
の
尾
張
務
上
屋
敷
へ
移
住
、
元
禄
五
年
（

一

六
九
二
）
江
戸
で
没
し
た
。

新
沼
の
蔵
サ
一日は、

一い千
保
十
問
年
ご

七
三
九
）
じ
川
、

いふ保

あ

ニ

5・拘

十
年
に
な
く
な

っ
た
六
代
崎
市
主
継
友
の
正
室
交
己

A
の
践
す
一川

と
と
も
に
御
文
庫
に
納
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
い
い子
保

十
年
の
江
戸
市
谷
の
上
屋
敷
の
火
事
で
、
多
く
の
道
具
類
が

焼
失
、
各
役
所
が
保
特
し
て
い
た
道
具
類
の
再
配
分
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
保
管
さ
れ
て
い

た
夫
人
達
の
道
具
類
に
つ
い
て
も
、
朋
途
別
に
分
類
さ
れ
、

守
口
物
に
つ
い
て
は
、
い

っ
た
ん
御
文
庫
に
納
め
ら
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
目
録
に
は
、
新
沼
の
蔵

書
と
し
て
利
秋
集
、
物
語
を
中
心
に
凹
二
件
六
三
二
叩
が
記

持
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

個
々
の
書
物
に
つ
い
て
の
装
丁

や
、
山谷
川俗
に
つ
い
て
の
注
記
か
ら
は
、
梨
子
地
や
mι…塗
の
時

絵
の
山
谷
川命
に
納
め
ら
れ
た
い
泳
帯
な
装
丁
の
す
一H
物
が
大
半
を
市

め
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

大
名
家
の
夫
人
達
の
政
計
を
代
表
す
る
も
の
に
は
、

久4

・It 

烈 fJ也秋可i菊.tJj-十立iiH全－’1::
(27 .8×20.2×36. Scm) 
（「犬木和歌集」 －.i::

三 （＼： i洛 l:のif主主！）［..｛ ~の）I恥1 ：：「夫木和歌集」

の’写本37Ill~の終日号であ る 。 11.！. く に jijl文 J.lIか ら

持ち，＇！＇，され、後に近術家から｝L(-¥':r務ヒ主主｜陸に

嫁いだ~U\· (1730-78）の制度として1!1:'.JIJさ

i.lた。

到；（£の終日号は、「秋野」 のデザイ ンに近術家

Ii ＇， 身者の制度にJ IJ い ら れる 「~；rnr校」 の紋織

があし らわれて い る ことから、 ~f:{Jj （近術家

久娘） の制度として使川する際に新制された

ちのと考え られている。

ただし、 jijl文仰の！三｜録は新イI所般の 「夫木

集」 の終日号を、「会~ n也秋野金ITH会」と記し、

H；｛ ＇；のj立」L帳は、 「斜子J也秋i~iii付金」と記す。

この：1：：物館刊が、 i:[戸後JU）の新剥としても、

~＇Jr :f 'iの誠元！？の~く に1-J"Mしていた匁チ地や！日

訟の 「秋野令ii￥絵」 の終日出の芥JI~気を今に｛ぷ

えているものと思われる。

6 

述
が
鯖
礼
の
際
に
持
参
す
る

「嫁
入
り
本
」
と
呼
ば
れ
る
芥

物
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
、
物
語
や
和
歌
品
川
円
で
あ

っ
た
。
当

代
の
能
世一日家
の
輩
、
表
紙
に
は
、
金
泥
で
花

μ
M山口
を
拙
い

た
装
飾
料
紙
や
金
制
を
川
い、

一
辿
の
姉
礼
制
度
に
A
H
わ
せ

た
な
匠
の
蒔
絵
や
金
具
を
施
し
た
い
泳
培
な
谷
川
俗
に
収
め
ら
れ

る
な
ど
時
札
制
度
の

一
つ
と
し
て
控
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

目
録
に
記
さ
れ
た
新
沼
の
臓
弁
に
は
、

「秋
野
」
を
拙
い
た
と



み
ら
れ
る
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
先
日時
に
納
め
ら
れ
た
も
の
が
多

く、

大
部
分
が
こ
の
嫁
・
人
り
本
に
あ
た
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の

「
秋
肝
」
な
－
恨
の
時
絵
の
火
H

終
に
納
め
ら
れ
た
も
の

の
な
か
に
は

「
米
鈍
」
「
政
手
雌
表
記
L

「
帝
鑑
凶
説
」
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
、

ψ
1
附
山
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
絵
入
．
h
科
併

比
（
「
訓
蒙
凶
誌
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。
武
家
で
あ
る
大
名
の

夫
人
に
ふ
さ
わ
し
い
内
火
円
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
時
の
出
版

界
の
風
潮
と
無
紘
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
し
か

し
、
江
戸
後
則
の
け
鉢
に
は
、
一
新
川引
の
球
内
は
、
五
件
八
五

川
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
れ
も
制
度
と
し
て
の
利
川
側

仙
の
向
い
も
の
ば
か
り
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
御
文
咋
か
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
持
ち
山
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば

t？
件
特
主
払
ザ
お

－、活
太
手
記

・－
、
副
ブ

mw－M
川・

ナ
J
P
瓜
刊

二
十
ニ
4川

ι＋
舟

村正i'＇，院のjみ：，1::111J（「f向r,1：：・符llH」（＇£＂：£ I米3，，，三改）より）

三＼ミ号五
五手番 正
t ~乙 t 1, 

ι
f
rr－時

Te

－4吋
d

A
刊
－

A
崎
一

t
f
J？
行
幸
に

，－浜’
j

，

V
’
併
殺
主

－て
狩
林
企
季
隼

－
t殺
M

伺
え
・
が
坊
ノ

占
、
引
列
6
p
b
修
司
副
ふ
小

・
7
会
件
勧
V

停
車
，

・

τ組
ezを
人
手
す
ふ ，， 

ふ
品
川

ふ
刑
吋ι品川

よ
ホ
1

． ． 

、‘

ゼ r..•'\ 
舟冊冊

江
戸
後
則
、
「
秋
肝
」
立
医
の
時
絵
作
品
人
り
の

「
・
犬
木
和
歌

た
か

5
A

集
」
「
ぃ
米
銃
」
「
大
平
記
」
は
、
九
代
端
、
正
宗
時
の
正
ん
全
川
灯
円
引

（
一
じ
三

O
i
じ
八
）

の
所
川
制
度
と
し
て
道
民
帳
に
記
械

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
御
火
一
仰
に
伐
さ
れ
た
祈
μ
引
の
威
川
は
、
．
件
が
川

治
初
年
に
払
山
さ
れ
た
が
、
問
件
・

・

川
は、

引
点
も
注
ト比

火
山
州
必
で
あ
る
。
ま
た
、
道
け
ハ
艇
に
九
州
山
山
似
さ
れ
て
い
た
み
の

政
芥
は
、
「
夫
木
和
歌
集
」
（
蓬
左
刊
号
参
照
）
の
み
が
残
り
、

戦
前
の
蓬
左
・
丸
山
昨
設
立
の
時
点
で
は
、
乃
和
に
分
知
さ
れ
た

た
め
、
引
k
机
は
超
ト汀
．
文
時
の
川
胤
附
け
と
な
っ
て
い
る
。

3
、
二
の
丸
梅
昌
院
の
蔵
書

－
ト々、

．
．
 
の
九、

つ
ま
り
側
ん
で
の
下
似
の
し
札
場
に
あ
っ
た

怖
ハ
院
（
1
－
じ

1
0
）
の
成
川
は
、
－
H

，r
保
ト
－h
年
（
－
じ

－．
0
）
、
仰
文
仰
に
納
め
ら
れ
た
。
的
ハ
院
’
H
身
に
つ
い
て
は
、

以
抑
仰
の
作
し
ま
れ
で
、
い
ほ
必
泌
ト
L

の
い
称
就
き
の
も
の
で
あ

っ
た

と
い
う
れ
皮
の
こ
と
し
か
判
ら
な
い
。
日
鉢
に
は
、

4h
－－件

1
hハ
「
札
川
が
一
記
鉢
さ
れ
て
お
り
、
祈
什
れ
同
級
、
利
政
や
物
語

の
必
いけが
多
い
。
し
か
し
、
必
修
な
装
飾
本
と
川心
わ
れ
る
も

の
は
、
少
な
く
、
中
1
叫
山
版
さ
れ
た
版
本
が
ほ
と
ん
ど
の
よ

う
で
あ
る
。
「
γ家
物
以
」
「
店
長
記
」

な
ど
一
中
記
物
ぷ
や
川
町

山
先
物
訓
な
と
も
多
く
、
新
川
引
と
川
じ
「
訓
諒
凶
山
梨
」
を
は
じ

め
「
政
治
一
伝
米
記
」
「
消
川
案
内
旅
彼
」
「
本
州
：
川
よ
」
な

ど
、
中
1
時
評
判
の
読
物
J
U
A
山
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

U
仰
を

川
わ
せ
る
仏
品
川
も
多
い
。
怖
ハ
院
の
成
状
H
J
U
、
仰
火
一
怖
か
ら

持
ち
山
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。
祈

A
の
よ
う

な
訓
山
川
に
佐
川
さ
れ
そ
う
な
川
物
が
少
な
か
っ
た
せ
い
で

あ
ろ
う

0
4
本
ま
で
、
川
じ
件
川
じ

－A
聞
が
御
火
山
州
に
，ル川川服

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
処
分
さ
れ
、
人
ー
も
注
ト
比

火
山
州
に
伐
る
の
は
、
「

fn人
一
円」

の
山
写
本
．
川
の
み
で
あ

？

Q

。
A
斗
、

四
代
藩
主
生
母
本
寿
院
の
蔵

」バ
文
川
年
（

一
じ
J

－九
）
に
没
し
た
間
代
崎
市
、
仁
行
一
山
の
小

川
本
万
院
の
必
k
H
L

ハ
件
五
九
川
は
、
立
保
正
作
（
．
じ
州
－
）

川
川
、
納

μ－M
御
制
・l
所
か
ら、

UHF
保
卜
六
年
に
没
し
た
山

す
川
、
‘
み

一
辿
の
六
人
州
川
引
の
必
川
と
と
も
に
御
火
仰
に
納
め
ら
れ
た
。

－
N
、
こ
の
時
、
放
火
川
e

川
町
の
辺
川
（
を
作

mし
て
い
る
茶
道
ん

の
帳
而
に
は
、
同
じ
く
制
工
方
か
ら
、
・
本
寿
院
、
怖
羽
、
泉
光

院
（
綱
誠
側
室
、
六
代
様
、
巨
継
友
生
吋
）
咋
故
人
と
な
っ
た

・
犬
人
述
所
川
の
制
度
が
移
さ
れ
た
、
」
と
が
記
鈍
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
科
は
、
ど
れ
も
い
栄
市
な
時
絵
な
ど
が
胞
さ
れ
た
制
度

知
や
、
著
名
な
叫
ん
系
や
曲
家
の
船
け
物
な
ど
で
あ
る
。
時
代

は
京
者
の
市
や
か
な
時
代
か
ら
M
h
夫
な
様
、
巨
ん
示
勝
へ
移
っ
て

い
た
。
保
存
さ
れ
て
い
た
犬
人
述
の
道
共
に
つ
い
て
も
市
川

し
よ
う
と
い
う
、
緊
縮
政
策
の

一
段
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
道
只
帳
に
も
、

二
O
件
を
こ
え
る
井
物
が
記

出
帆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
本
か
院
所
川
の
二
つ
の
「
似
氏

物
日
」
（
蓬
店
刊

・
印
日
参
照
）
と
’
H
水
光
院
所
川
の
「
京
鈍
」
」

（
解
説
八
ペ
ー
ジ
）
は
、
作
品
と
も
ど
も
引
花
、
蓬
ト江
文
咋

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

d

点
、
御
文
咋
に
は
、
木
寿
院
の
蔵

什
一
け
は
幕
末
ま
で
問
件
三
卜
七
川
が
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
明

治
初
年
に
す
べ
て
処
分
さ
れ
て
い
る
。

引
犯
の
蓬
ト
江
文
咋
に

伐
さ
れ
て
い
る
の
は
、
け
十
く
に
御
文
咋
か
ら
持
ち
山
さ
れ
た

二
件
の
う
ち
の

一
つ
と
批
定
さ
れ
る
「
万
民
集
」
の
み
で
あ

る
。

7 

と
も
あ
れ
、
引
火
伐
さ
れ
て
い
る
本
々
院
の
川
物
は
、
い
ほ

必崎市、，
k
の
午
川
に
ふ
さ
わ
し
く
市
雌
で
わ
川
口
川
を
陥
え
て
い
る
。

ど
れ
も
似
川
か
ら
近
川
一
初
期
に
い
た
る
時
則
の
名
市
山
本
の
予

に
な
る
優
品
で
あ
る
。
む
と
も
と
山
下
型
仰
や
光
ぷ
の
ト
六
人
述
の

所
川
H

川
を
交
け
継
い
だ
も
の
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、

大
名
家
な
ど
か
ら
の
附
符
品
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
万
院
は
、

二
五

O
石
収
の
厄
帳
消
七
の
娘
で
あ
る
。
長
人

で
あ
る
綱
誠
、
息
子
の
古
川
一
に
も
先
立
た
れ
た
本
寿
院
に
つ

い
て
は
、
「
足
恨
千
似
」
な
ど
と
い
う
災
名
が
一ポ
す
よ
う
に
、

あ
ま
り
斤
し
い
進
話
が
伐
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
伐
さ

れ
て
い
る
守
物
や
去
情
な
道
只
矧
の
記
鉢
か
ら
は
、
様
、
王
の

生
母
と
し
て
の
華
や
か
な
日
常
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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鍬
人
川
H

私
的
の
が
山
間
を
記
し
た
阿
山
丸
町け
と
し
て
知
ら
れ
る
「
点

鈍
」
の
似
心れ品川
き
本
で
あ
る
。
んト
川
そ
れ
ぞ
れ
に
ぷ
紙
か
ら

一以
ぷ
紙
に
泌
っ
て

紺
紙
に
令
一
川
で
川
季
折
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の
肝
山
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峠

L

、・
f
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L

F
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L
1
；

l

‘

，
3

六々品
川
引
か
けノ中
a

主
中
引
で
引
か
れ
る
《
さ
ら
に
全
何
で
一政

や
小
川
が
引
か
れ
た
凶
援
に
は

終

っ
た
五
し
い
火
山
f
で

「
点

鈍
」
と
を
数

川
叫
が
の
作
次
が
い
ν
比
さ
れ
て
い
る
。

UA紙
を
川

け
る
と

炎
紋
の
地
紋
の
あ
る
け
に
も
鮮
や

け
ん
返
し
に
は

か
な
令

um紙
が
使
わ
れ

鋭
利
な
市
で
似
%
川
き
さ
れ
た
「
点

な
日比

p

，、
川児

つ
Tし

F
3
o

arJ
」

J
J
E
F
J
d
J
d
d
x

こ
の
市
中
胤
な

「

f
、
均
一見

J
H
4
2
」

σ3 
守干

そ
し
て

円
山
＋
J
F

；（ 
社
川
山
川
市
の
令
日時
松
を
施
し
た
い
什
物
航
泊
で
あ
る
。

八
川
一
紀
中
r
ば
の
道
け
ハ
艇
に
よ
る
と

こ
の

「
米
鋭
」

の

，
h
桜
花
は

h

ハ
代
崎市

h
制
ト
ぷ
の
側ん
や’
H
水
光
院
で
あ

っ
た
と
い

ぅ
。
し
か
し

さ
ら
に
世
日
似
の
下
れ
は

も
と
は

下
代

い
ほ
必
崎市－－
代
位m
－
ド
し
光
ぷ
．d
－一千

川
（
将
一小・
一本
光
の
娘
、

日
で
あ

っ
た
よ
う
だ
と
記
す
。

。〉

.I丘

－L
UU見

J
珂

t
y」

と
い
え
ば
、

米
一
以
の
愛
読
H
け
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

家一
明
日
ら
班
山
本
を
校
訂
し
て
川
版
、
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流
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た
峨
々
な
版
本
の
必
本
と
な

っ
た
。
キ
A
F
h

～
U
，
卜
〉
HJ

．hr＋品

lr，zi
－－
叫A
ι
’g
a－
－

「．
l
、
古
川見

J
月

t
s」

の
似
ヤ
h
k
H
き
ド
し
を
命
じ

克
火
八
年
（
・
い
ハ
h

ハ

－八）

川
行
の
似
%
本

「

s、
月
比

J
U
4
P
J
」

の
も
と
に
な
っ
た
と
も
い
わ

’aしv
l

、Jo

j

J

 
こ
の
克
火
の
似
計
上
小
は

υ山
以
他
川
山
本
の
ト
ト
八
人
述
の

附
成
比

H
H
um
に
は
以
繁
に
牧
場
す
る
川
物
で
も
あ
る
。

こ
の
・
ハ
ネ
併
な
「
ぃ
米
鈍
」
は

H
U州
．
を
ト
小
火
L

ハ
川
を
と
い
う
珍
し
い

を
’
制
成
で
あ
る
。
本
文
の
文
体
は

山
…山川
き
版
本
を
E
U

叫
み
ド
せ
ば
ほ
と
ん
ど

691111 

1
・；；

い
t
え
・
刀

ト
日
記
の
店
本
を
、
ぶ
く
め
，
辿

鋭 611Y.111 H I J岱

i u ;i1.'dUJJJ日｜’び
(2<1, 7×17. 7cm) 

作
一
の
流
命
本
に
は
な
い
年
分
の
υ

叫
が

が
川
帆
れ
附
さ
れ
て
い
る
。
中I
川
に
お
い
て

で
き
る
だ
け
完
備
し
た
内
作
の

「．
1
、
古
川見

－
H
n
ArιyL 

を
め
ざ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

米
中
六品
川
氏
ー
だ
け
で
な
く

そ
の
内

~t 

山HH
4
U
将
軍
家
の
以
下
代
似
の
威
川
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
い
川
物
の
よ
う
で
あ
る
。
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